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tpybNO を用いた錯体では ML 比が 1：1 である[Zn(tpybNO)(MeOH)2](BF4)2を合成することに
成功した（図 1）。この錯体では Zn2+は 7 配位をしていることが分かった。磁化率を測定し
















ったが、いずれも 2 K 以上では磁化緩和の遅れは観測さ
れなかった。 
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図 1. [Zn(tpybNO)(MeOH)2](BF4)2の ortep
図 
図 2. 磁化率の温度変化（実線は計算曲線） 
